
名張毒ぶどう酒事件 第９次・再審請求審

一刻も早い再審開始を求める要請書

白鳥決定４０年 「疑わしき死刑判決」は、即刻見直しを！
証拠が隠されたままで「死刑」は納得できません。今すぐ開示を！

人を罰する、とりわけ「死刑」を宣告するには、「合理的な疑いをいれないまでに」有罪が立証さ
れなければならないのは当然です。４０年前、この刑事裁判の鉄則が再審にも適用されるとした「最
高裁・白鳥決定」は、今もなお生きています。
また、検察官が隠していた証拠が開示されたことにより、多くのえん罪が晴らされました。
にもかかわらず、現在、貴裁判所に第９次再審請求審が係属している「名張毒ぶどう酒事件」は、

多くの証拠が依然隠されたままであり、確定死刑判決には以下のような「合理的な疑い」が生じてい
ても再審請求は棄却され続けています。

＊ 死刑判決の根拠となった「王冠の傷痕鑑定」は偽造です。証明力は全くありません。
しかも、その王冠自体が、事件のぶどう酒のものだったのか疑いがあります。

＊ 「検察官の並々ならぬ努力」による事件関係者の一斉供述変更によって奥西勝さんにし
か犯行機会がなかったことにされました。実際は不特定多数の犯行機会がありました。

＊ 「自白」は、毒物混入機会という根幹部分で変遷があり、その他不自然な点だらけで信用
ができません。

＊ 毒物は「ニッカリンＴ」ではありません。「毒物鑑定」を否定する裁判所の推論は、科学的
知見に基づくものではありません。

＊ その他、現場から押収された証拠物（四ツ足替栓や封緘紙）の形状や「ニッカリンＴ」が赤
色に着色されていた事実は、「自白」と全く整合しません。

誤った裁判を正すことができるのもまた裁判所です。再審審理においては、裁判所自らも当事者で
す。事件発生から半世紀以上が経過したこの事件で、決して無辜を罰することがないよう、証拠隠し
を放置せず、４０年を経た白鳥決定に従って判断することを強く求め、以下のとおり要請します。

１ 名張毒ぶどう酒事件の再審を一刻も早く開始すること。
２ 隠された証拠をただちに開示させること。
３ 奥西勝さんを即刻釈放すること。
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